
第25回 舞 踊 学 会 報 告

生 涯 と 舞 踊

第1日 目 「日本舞踊における早期教育」

講演:郡 司正勝

デモンス トレーション

その1 日本舞踊の手ほどきの方法をみせる

その2 江戸期以来の手ほどき作品

その3 江戸以降の手ほどき作品

出演:林 一枝, 他一門

ディスカッション

林一枝, 志賀山葵, 西形節子

司会:目 代清

第2日 目午前 「能 ・狂言における伝承」

講演:羽 田胆

デモ ンス トレーションとお話

山本則直, 山本泰太郎

司会:羽 田艇

第2日 目午後 「日本の民俗舞踊をめぐって」

講演:吉 川周平

「アジァの民族舞踊の伝承をめぐって」

講演:宮 尾慈良
レクチュア ・デモンス トレーション

韓国の仮面舞踊(タ ルチュム)朴 貞子

中国雲南省 ジノー族の舞踊 黛節子

イン ド古典舞踊力タック 立田信子

イン ド舞踊劇力夕一カリ バ→ ミリッ男順子

司会:宮 尾慈良

第1日 目は, 郡司正勝氏による講演に始まった。

ここでは 「生涯 と舞踊」を考えるうえでの基本的

な視点が示された。氏は小寺融吉氏の 頓舞踊のあゆ

み"(昭 和18年 刊行)を 例にあげ, 人は母親の胎内

に始まり, 死に到るまで舞踊とのかかわりをもつと

述べ, そのかかわり方には, たしなみとしてかか

わる人及び専門的にかかわる人がいるので, これ

等 を同様に論ずることはできないだろうということ, 

舞踊をいつ始めるのかという点については, 世阿

弥の 「風姿花伝 」のなかの 「大方七つをもっては

じめる」という, 七を重視 し, その数字の由来に

ついての氏の見解が示された。

舞踊教育 という呼称に関 しては, 大正10年 ごろ
の芸術運動に発 しているとの説明があり, 小寺融

吉氏の 『おどり通 』(昭 和5年 刊行)で は, 子供
のおどりについて, やる踊りと大人にみせるため

の踊 りに分けられていることや, うたへのあて振

りはむ しろ俗悪であり, もっとその心をあ らわす

べきだという小寺氏の見解が紹介 された。

以後, 林一枝氏による手ほどきもののデモンス

トレーションに移り, 幼児を対象にその方法が被

露 された。 「槍奴」, 「赤い鳥」などの教え方に

おいて, 子供の背後にぴたりと, 指導者がついて

「かたち」を教えるのが印象的であった。

その他, 大正13年 頃の林きむ子の作品のいくつ

かが紹介された。これ らの作品には, 草創期の児

童舞踊と通 じたダイナミックな動きがとり入れら

れているのに私は感心 した。このあと, 会場との

討論に移った。その論点はおもに, 昨今の子供の
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入門減少傾向について, はじめる年令について, 

身体の使い方(体 軸, 呼吸法など)と 他の身体運

動との共通点についてなどであり, これらに関 し

ての活発な意見のや りとりがなされた。

第2日 目午前 「能 ・狂言における伝承」は東京

国立文化財研究所の羽田艇氏による講演に始 まっ

た。同氏は, 現在の能 ・狂言の七役籍, 二十四流

派の概観を表で示 し, シテ方 と三役とでは役割が

ちがうのに応 じて修業のありかたもちがうこと, 

とくにシテ方と狂言方は, シテ・ッレ(狂 言の場

合はシテ ・ア ド・アイ)・ 地謡 ・後見など多 くの

役種を担当する, 言い換えれば常に立チ方と地方

とを兼ね, さらに面 ・装束 ・作 リ物 ・小道具の保

存 ・管理 ・着装 という裏方的な役目をも兼ねるこ

と, それ らのすべてに専門的素養を積む必要があ

ることなどを強調 した。また, 伝承法の諸形態と

して, (1)世襲制, (2)徒弟制, (3)能楽養成会, (4)東

京芸術大学音楽学部邦楽科能楽専攻, (5)国立能楽

堂の三役研修が紹介 され, 家柄の子弟と弟子家の

関係, 婦人能の問題, 伝承と教育についての説明

がなされた。つづいて大蔵流狂言方の山本則直 ・

泰太郎父子によるデモンス トレーションに移り, 

小舞 「盃」 「土車」 「雪山」 「道明寺」 「海人」

「七つに成子」 「柴垣」, 「翁」の千歳之舞, 間

語 リ 「田村」 「定家」, 狂言 「しびり」が演 じら

れ, 親か ら子への伝承法が披露 された。ここでの

自分で気がつ くまで苦労をさせる, 悪い部分を指

適せずに, ただ叱 るなどの教え方はきく側に大変

きびしくひびいたが, この時間以外では信頼に裏

づけ られた親子関係があるとの説明に納得させる

ものがあった。日本舞踊の手ほどきに しても, 能
・狂言の伝承にしても, その手 はじめは, 「かた

ち」を教えるということに重点があるという点で

は共通であると思われた。

第2日 目午後は, 吉川周平氏による 「日本の民

俗舞踊をめ ぐって」の講演があ り, 氏が実際に

取材 した 「姫島の盆踊り」を手がかりにそのビデ

ォフィルムをみながら, 性別, 年令による役割の

分担, 伝承者 と享受者にとっての意味についての

氏の見解が示された。

そのあと, 「アジアの民族舞踊の伝承をめぐっ

て」というテーマで宮尾慈良氏による講演にうつ

った。このセッションでの氏の見解は, 後に述べ

ていただ く(P.P.53-54参 照)。

今回の企画はジともすると, あいまいで, ばら

ばらになりがちな舞踊の実践や理論を 「伝承」な

いしは 「教育」を通 して結合 してみようという意

図があった。これを実現するには, 実践者 と研究

者が自分の専門の枠をはつ して歩み寄らねば解決

できないことが少な くなかった。 したがって, 出

発に際 しては, 「生涯」 「教育」 「伝承」という

言葉の吟味には じまり, 運営委員の方 々による数

回の討議を経て成立 した ものである。2日 間にわ

たった会の中味か ら, 現在, 舞踊において何が教

え られているのかということを教える側と学ぶ側

にたって考えることができた。日本舞踊や能狂言

での 「かたち」を教えることには じまる日本の伝

統芸能は, その 「こころ」を伝受する, いや見出

すのに長い時間が必要とされる。 しか しながら, 

このようにかたちに始まり, こころを獲得 してい

く, まさに, 人の生涯に成就する舞踊の方法は長

い伝統か らうまれた人間の貴重な遺産である。西

洋舞踊のジャンルに属する私などは, これらを糧

として, どの時期に何を伝え, 教えるべきなのか

深 く考えさせ られた。

ともかく, 会を終えるにあたり, ご協力頂いた, 

講師や出演者の方々や今回の企画委員である目代

清, 金井芙三枝両先生, 舞台裏で庶務をひきうけ

て下さった志賀山葵氏に感謝 したい。

(石 黒節子)

「アジアの民族舞踊の伝承をめ ぐって」

I

今回のテーマ 「生涯と舞踊」にそって, アジァ

各地の民族における舞踊を生涯教育としてどのよ

うにとらえ, 伝承 していくかを考えてみた。この

生涯教育(long life education)と い うものの意

味は継続教育(continuing education)と 考 えて

おきたい。すなわち, 一般の人が大学の教育をす

ぎ, 子供の教育を終えた30代, 40代, 50代 になっ

ても再び大学や教育機関で学ぶ こととして, 一生

涯のなかで, いくつになっても学び, 広 く教育と

いう視点から舞踊を取り上げなければならない。

ところで, これまで報告された日本舞踊や能, 

狂言において, この生涯(教 育)と いう言葉の定

義あるいはアグリーメ ント(合 意, 意見の同意)

が明確さをもたなかったため, 舞踊の伝承の仕方
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またはその方法の発表になって しまい, 比較研究

ができなか ったことは残念である。わた くしは, 

舞踊が人々の一生涯のなかで, 特別な環境や条件

をもたな くて も, いつでも舞踊を学ぶことができ

る人々の生涯教育に役することを考えたとき, ア
ジァ各地の舞踊がどのように教育され, 伝承 され

ているかをみてテーマを絞ってみることに した。

アジア舞踊の伝承をみたとき, それは日本 と同

じく世襲, 一般に分けることができる。世襲 とし

て舞踊を伝承するには, どうしても伝承 しなけれ

ばな らないという世襲的といえる特別な条件をと

もなうので, 当然ながら早期一5歳 あるいは6歳

頃一からの舞踊教育がなされている。 これは身体

的に柔軟なことがいえるようである。舞踊におけ

る芸の伝承は, 宮廷, 代々から伝える家系, ある

いは師匠(イ ン ドのグルなど)か ら弟子へがある。

さらに各民族における舞踊は, きわめて社会的 ・

集団的で儀式的な性格をもっていることも考える

と, 舞踊を特別に伝承するものが世襲的に伝承 し

ているといえる。これも一般とは違う伝承といえ

よう。

しか し, 生涯教育と結びつ く伝承は, 世襲の伝

承ではなく一般における舞踊の伝承である。子供

を育てた母親や余暇をもてる人々が, たとえば英

会話やテニス, ゴルフに気が向くのは, 意識下に

おいては自分の知識, 教養, 文化として行 うので

あろう。ところが, 舞踊を学ぶことはどうであろ

う。そこには年齢的に若いという条件または年を

過ぎているというものが妨げになっていれば生涯

(継 続)教 育とはいえない。すなわち, 誰でもが

舞踊をする喜び, 楽 しみを知 り, そのことが人間

として心身ともに大切なことであることを教える

のが, わた くしたちの仕事ではないかと思 うから

である。これは舞踊に対 して, いままでの人々が

どのような認識を持っているのかどうか, あらた

めて考えなければならない。

ここでは外国において舞踊への認識の違いを述

べなくてはな らないが, 焦点を生涯教育としてあ

てた場合, どのようにアジァでは受け止められて

いるのかを, 実際に外国で学んできた舞踊家と私

がアジア各地でみてきた印象をもとに考えを提言

す ることにしたい。

II

アジア各地の舞踊を伝承することに関 して, 生

涯教育 として考えたいことは, (1)舞 踊を学ぶと

は, アジアの人々にとってどのような意味をいう

のか。(2)な ぜアジアの舞踊を学び, 伝承 してい

るのかをデモンス トレーションを しながら教授 し

てほしいことにある。

今回は時間の都合上, 発表された方は4人(こ

のほかタイ, ネパール, イン ドネシアのジャワ, 

バ リなどに学んだ舞踊家 もおりました)だ が, こ

れ らか ら日本におけるアジア舞踊の生涯教育ある

いは継続教育として舞踊の伝承方法の可能性を考

えてみようとすることにある。
a)祖 国を離れた外国人が, 自国の文化を舞踊と

いう形で伝承 していく, つまり異文化のなかで

の民族文化の伝承を韓国の仮面舞踊劇(タ ルチ

ュム)を 通 じて日本人(当 日の出演者)に 教え

ている朴貞子さんに発表 してもらった。これか

ら国際化する日本の文化として舞踊をいかに伝

承するか考えさせ られる。
b)日 本人として日本民族の舞踊を研究し, 実践

している黛節子さんは, 日本の舞踊の源流とし

て中国の雲南地方の現地に出掛け, 自ら身体を

もって舞踊を伝承 しようとする。これか ら日本

の舞踊家が日本民族の舞踊(日本舞踊とは違う)

を考えるときに同 じような伝承のプロセスをと

る示唆を示 した。
c)イ ン ド舞踊のカタックを伝承する立田信子さ

んは, ヨガの静なるものの具現化である動なる

ものの形 としての舞踊をカタックにもとめ, 現

地での2年 あまりの研究を通 して, 個人的な勉

強の延長 として舞踊を精神的な形の伝承を教え

てくれた。 これからの人々が自分の教養文化と

して舞踊を学ぶ ことの例を示 して くれた。
d)南 インドの舞踊の一つである力夕一カリを伝

承するバーバ リッチ順子さんは, アメリカに十

年近 く住み, アメリカの大学にて, アジア舞踊

を学んだ。外国においてアジアの舞踊とは何か, 

どうして学ぶのか, そ してどのように伝承 されて

いるかを発表 してもらった。将来, 日本にてア

ジアの舞踊という授業が大学にて開講されるな

らば, いったい何をどのようなプロセスをもっ

て伝承 していくかにおいて, 教え られることが

多かった。

以上, アジァ舞踊における生涯教育について簡

単に報告を述べたが, 日本人 としてアジァ舞踊を

伝承する心のすばらしさを各発表者が教えてくれ
'たことは, ひじ

ょうに嬉 しく思 う。また, いま一

度舞踊と生涯教育について考える機会が持たれる

ことを願っている。

(宮 尾慈良)
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